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DOCUMENT302

アートプロジェクトの担い手たちのラボ

ROOM302の記録 2009-2022

2010年、東京都千代田区のアートセンター「アーツ千

代田3331」の 302号室に「ROOM302」の前身となる

「TOKYO ARTPOINT PROJECT ROOM302」が誕生

しました。広さは約 90平方メートル。現在の公益財団

法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京が運営

を担います。元中学校の音楽室を改装し、イベントやレ

クチャー、アーカイブ、打ち合わせ、あるいはさまざまな

実験的な活動の舞台となってきました。2020年には、

ROOM302の一角に配信・収録スタジオ「STUDIO302」

をオープンするなど、時代に応じて幾度も変化を続けてい

ます。そして 2023年3月、アーツ千代田3331との契約

終了に伴い、惜しまれながらもROOM302の運用に終止

符を打つこととなりました。
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撮影：川瀬一絵
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美術家の関川航平が制作した壁画（撮影：加藤甫）
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本書では、10 年以上にわたってさまざまな活動の場となっ

たROOM302のありようを、数々の写真と、各年度の出来

事をまとめたテキスト、この場所にゆかりのある人々からの

寄稿によって辿りました。

　記録写真を並べると、この部屋に流れてきた風景の一端

を見ることができます。机や椅子のレイアウト、壁の色、

本棚、配信スタジオといった佇まいの変化はもちろんです

が、壇上のゲストの話に耳を傾ける受講生、仮設スクリー

ンに映されたプレゼンテーション、机や壁一面に残る色鮮

やかな筆跡、本と言葉に囲まれた展覧会、輪になって議論

を交わす人々、床の上に転がったスイカ、モニター越しにつ

ながるスタジオと参加者の部屋など、それぞれの時代の手

つきや、部屋に立ち込めた空気が伝わってきます。

　こうした活動の広がりは、単に設備の自由度や、スタッフ

の手間暇によることだけではないようです。ここでならば、

ふと浮かんだアイデアを試したり、次のステップを踏む前に

じっくり悩んだり、すこし道をそれて話を膨らませてもいい。

小さなきっかけから、えいやという勢いまで、この部屋を訪

れるアートプロジェクトの担い手たちの主体的な姿を大切

にし、ともにこの場所から課題に向き合っていく。何より

も実際に「場所」がある意味は大きく、多くの試行錯誤を

受け止めながら、知見を積み重ねて、この場所を起点に各

地へ関わりしろが育まれることになります。

はじめに

　本書の前半では、そうした場の変化に伴走しながら生態

系を支えてきたスタッフが、ROOM302の設立から解体ま

での14年を振り返ります。後半は、この部屋での月日をそ

れぞれの関わり方で過ごしたアートプロジェクトの担い手

たちが、その眼差しを記しました。

　それぞれの語りが、この場所を何と呼ぶのか、この場所

から何を見ようとしていたのか。数々の視点や言葉を集め

た本書を通じて、文化事業としての拠点形成を考える「思

考の種」を読者のみなさまに手渡します。

アーツカウンシル東京 プログラムオフィサー 

櫻井駿介
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本章では、ROOM302の設立から事業
に伴走してきたアーツカウンシル東京
プログラムオフィサーの大内伸輔が、
その14年にわたる足跡を写真とテキ
ストにより振り返ります。

 足跡を辿る
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設立当初のROOM302の外装
「川俣正 東京トークシリーズ 東京を考える、語る」建築家である隈研吾との対談
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「Tokyo Art School 2010」の様子 （撮影：Koshima Yukiko）
「P+ARCHIVE」研究会では、音楽室の名残として五線譜の書かれた黒板を活用
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全面リニューアルしたROOM302の外装
白を基調にした内装
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「評価のためのリサーチの設計と実践」の様子
「日本型アートプロジェクトの歴史と現在Ⅱ」の様子 （撮影：伯耆田卓助）
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壁一面の本棚はROOM302のシンボルとなった （制作：鈴木事務所）
「プロジェクト構想プログラム—「光の蘇生」プロジェクトを構想する」の様子
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「思考と技術と対話の学校」のスタートとともに、本格的に教室として活用がはじまった
講座「アートプロジェクトを456（仕込む）」の様子
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「東京スープとブランケット紀行」トークシリーズの様子
Tokyo Art Research Labでは、さまざまな専門家たちを招いて講座をひらいた
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「リライトプロジェクト」では準備運動からワークショップをはじめた
「思考と技術と対話の学校」では、アートプロジェクトについてチームに分かれて考えた
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「地域と文化と制度の勉強会」では中間支援のキーワードをひたすらに書き出した
講座「体験を紡ぐ」の様子 （撮影：川瀬一絵）
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「東京アートポイント計画 ことばと本の展覧会」（撮影：高岡弘）
「東京プロジェクトスタディ 部屋しかないところからラボを建てる」の様子 （撮影：加藤甫）



34 35

「ジムジム会」では、それぞれのプロジェクトの広報物を持ち寄り共有した
「ディスカッション」の様子 （撮影：齋藤彰英）
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美術家の関川航平が制作した緑の牛の壁画 （撮影：加藤甫）
「STUDIO302」の様子 （撮影：加藤甫）
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「アートプロジェクトの担い手のための手話講座」映像プログラム収録の様子 （撮影：齋藤彰英）
「東京プロジェクトスタディ わたしの、あなたの、関わりをほぐす」の様子
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壁画は撤去され、もとの白壁に戻ったROOM302
本棚から書籍を取り出し梱包、退去に向けて準備を進める
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本章では、ROOM302に関わってきた
アートプロジェクトの担い手たちが、
それぞれの視点から出来事を振り返り
ました。末尾では東京アートポイント
計画 ／ Tokyo Art Research Lab 
ディレクターの森司が、ROOM302で
の記憶を語ります。

 言葉を編む

撮影：高岡弘



44 45

2019年の夏のある日、仕事を終え、急いで地下鉄で末広町へ、地図に

従ってアーツ千代田3331に向かいました。校舎3階の暗くて長い廊下

を渡り、ようやくROOM302を見つけました。

　私はアートや映画が好きですが、来日3年目にも関わらず日本語の能

力不足で関連の仕事に就けず、周りに情報を共有できる人もいませんで

した。そのとき、たまたまTARLが実施する東京プロジェクトスタディの

ことを知って、東京に対する思いを映像化できることに惹かれて、応募し

てみました。アートプロジェクトとは何かわからないまま、フォーマルな

服装に身を包み、まるで転職活動のように不安のまま、ROOM302の扉

をひらきました。

　以来、週末にこの扉を開けて、ゲストやメンバーたちと対話の時間を

楽しみにしていました。いつの間にか、自分はこの部屋の常連になりま

した。ここでは東京にHomeを感じた瞬間を共有したり、背景が異なる

他者とコミュニケーションするときに感じたハードルと向き合い、自分の

変化を記録したりしました。ささやかな日常のことを話し合うこと、自分

の心境変化を創作とつなげることができるROOM302を自分の居場所

だと感じました。

ROOM302の扉 鄭禹晨

　2021年に初めてプロジェクトの運営側に関わって、ROOM302の本

棚を背景にプロジェクトのメンバー募集のための動画に出演しました。

翌年もワークショップの宣伝動画のため再び出演しました。一緒に歩ん

できた事務局の仲間が「去年と比べて鄭さんは変わりましたね」と言って

いました。

　ROOM302は、私にとって学びの場であり、多くの素晴らしい人たち

と出会い、自分自身の成長を見届ける場でもあります。ここに通ってま

だ 3年余り、来るたびにHomeに帰ってきたような気持ちを感じました。

　いま、ROOM302と別れを告げることになりましたが、ここでの出会

いや収穫が記憶に残るでしょう。これから、ROOM302がなくとも、昔

の私のような人に扉を開ける行動力の大切さを伝えていきたいです。

鄭禹晨 ｜ てい・うしん

クリエイター

1993 年台湾・台北生まれ。2016 年に来日し、2018 年より訪日・在日
外国人向けウェブメディア会社にて企画・翻訳・編集を担当。アートツー
リズムを企画する傍ら、都市や異文化をテーマにした演劇、映像などのアー
トプロジェクトに携わっている。
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3階のL字に曲がった廊下のいちばん奥にあるこの部屋は、西側一面が

腰高の窓になっていて、昼間はいつもよく光が入っていました。この部

屋にはいろいろな機会に訪れました。たしか東京アートポイント計画の

2010年度の親睦会が最初。それから各種のイベント、講座、打ち合わせ。

コロナ禍になってからは配信用の機材が入って、芸術祭のトークの収録

にも使わせてもらいました。

　なかでもいちばん思い出深いのは、「つくりかた研究所」の仮の拠点

に使わせてもらった時期です。「仮の」というのは、建物を持たない研究

所、というひねくれたコンセプトでこのプロジェクトをはじめたからで、そ

れでもやはり集まる場所は必要だったので、折に触れ使わせてもらいま

した。

　研究所のキックオフでは、30名近くが車座になって顔合わせをしまし

た。シャイなメンバーが多かったから（私が筆頭）、視線の逃げ場になる

ように、床の真ん中にメンバーの手みやげのスイカを置きました。そのと

きの写真が残っています。

　このプロジェクトは「つくりかたから考える」をモットーに、既存のレー

ルにあえて乗らずに創作や活動の仕方を探る場でした。いま考えると、

昨今プロの創作現場でも社会全体でも問われているモラルやリーダー

シップや自主性や自治の問題が、凝縮されて現れていました。詳しくは

「準備室」だったということ 長島確

「Multicultural Film Making ルーツが異なる他者と映画をつくる」メンバー募集動画の撮影
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長島確 ｜ ながしま・かく

ドラマトゥルク

日本におけるドラマトゥルクの草分けとして、さまざまな演出家・振付家の
作品に参加。Tokyo Art Research Labのプロジェクトほか、東京アートポ
イント計画「戯曲をもって町へ出よう。」「墨田区／豊島区／三宅島在住ア
トレウス家」などに携わる。

『つくりかた研究所の問題集』を読んでほしいのですが、参加者（研究員）

同士の地道で膨大なコミュニケーションが必要でした。そのためにこの

部屋を借りて、定期的に「開室日」というのを設けていました。

　やがて研究所は「やっぱり拠点はほしいよね」となって別に場所を借

り、結果としてこの部屋はあまり利用しなくなったけれど、そうやってプ

ロジェクトが（あるいは人と人の集まりが）自分の足で立って歩き出して

いく準備のために、使える場所があったことはありがたかったです。

　研究所以外にもその後につながる大事な出会いがたくさんありました。

またいつかこの部屋が、またはこういう部屋が、さまざまなことの準備の

ためにひらかれていくことを、感謝とともに願います。

「つくりかた研究所」の様子 （撮影：川瀬一絵）
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2021年まで仙台を拠点に活動していた 一般社団法人NOOKは、東京

の空気に触れながら小さな実践を行うことのできるサテライトスタジオと

して、ROOM302を活用してきました。東日本大震災以降、東北のあち

こちを歩き、風景や語りの記録をしていたわたしたちは、あのとき一緒に

揺れた東京の人たちが“その後”をどのように生きてきたのか、東北の現

状を見て何を感じるのか、知りたいと思っていました。

　2018年には「部屋しかないところからラボを建てる」というTARLの

プログラムを立ち上げ、東京で暮らすひとりひとりが関心事を持ち寄っ

て、話し合い、調べものをしたり可視化したりする拠点として、月に一度、

302に集まりました。それぞれが生活のなかで感じた疑問や発見、フィー

ルドワークで得た知識やアイディアをテーブルに広げ、とにかく長い時間

おしゃべりをしていると、東京で暮らす仲間が感じていることと、わたし

たちが東北で考えてきたことが自然と混ざり合い、これからについて話

し合うことができました。その時間は確かに豊かで、とても楽しかったの

です。

　時が経ち、震災10年が過ぎた 2022年春、NOOKは東京に拠点を移

し、東京アートポイント計画の共催事業として、「カロクリサイクル」をス

タートしました。カロク（禍録＝災禍の記録）を調べ、再活用しようとい

災禍の記憶を未来に手渡す　その実践の場 瀬尾夏美

瀬尾夏美 ｜ せお・なつみ

アーティスト、一般社団法人NOOK

1988年東京都生まれ。東京藝術大学大学院美術研究科絵画専攻修了。
土地の人びとのことばと風景の記録を考えながら、絵や文章をつくる。
2015年、仙台市で東北の記録・ドキュメンテーションを考えるための一般
社団法人NOOKを立ち上げる。

う一連の活動は、東日本大震災後に積み上げられてきた記録と表現にか

かわるさまざまな実践を、ほかの災禍にかかわるカロク（たとえば関東

大震災を描いた絵画、空襲後の焼け野原で詠まれた短歌、阪神・淡路

大震災の体験をしたためた手記……）とつないでいくことで、災禍の記

憶を未来に手渡すための技術を見出そうとする試み。

　この一年間は、コロナ禍を経てスタジオ機能が整った 302から、東

京を歩いて見つけたことを発信したり、よその土地にいる人たちと一緒

に災禍の記録を見て語る対話の場をひらいたりと、場所に縛られないや

りとりができました。

　これからは、江東区に準備中のスペースにて、302で生まれた出会い

とアイディアを生かしながら、地に足をつけて活動していきたいと思って

います。
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アートプロジェクトをアーカイブすることを目指し、2010 年にアーツカウ

ンシル東京の東京アートポイント計画とアートアーカイブ事業をはじめる

こととなりました。プロジェクト名はPublic・People・Processの意味

を「P」の言葉に込め「P+ARCHIVE（ピープラスアーカイブ）」。事業が

スタートした背景には、2000年代に入ってアートプロジェクトが全国的

に広がり、2010年に入るころには芸術領域だけでなく文化政策の領域

にも少なからずインパクトを与えはじめたことがあります。プロジェクト

型のアート形態の上に、運営主体も多様で小規模なものが大半なため活

動の記録が残りにくく、チラシやカタログが保管されればまだ良いという

状況でした。このままでは多くのプロジェクトの存在が消え去ってしまう

危機感から、プロセスや人々の参加性に重きをおくアートをアーカイブす

る道を探っていました。当時はまだ先行研究がほとんどなく、海外事例

やアーカイブ学などを参考にしながら手探り状態でアーカイブと向き合

う日々が続きます。

　事業の開始翌年、ROOM302の「アーカイブセンター」として、収集し

たアートプロジェクトの資料を一般公開する活動をはじめ、資料を展示

する書棚もできました。それ以来、地道に活動を継続し、今年13年目に

入り、収集した全国のプロジェクトの資料数は約2,250点。その間、東

アーカイブセンターとしてのROOM302 工藤安代

「東京プロジェクトスタディ 部屋しかないところからラボを建てる」の様子 （撮影：加藤甫）
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工藤安代 ｜ くどう・やすよ

NPO法人アート＆ソサイエティ研究センター

社会にかかわるアート実践に関心を持ち、調査研究・実践支援活動を行う。
2009年にNPO法人アート＆ソサイエティ研究センターを設立し、その後、
ROOM302にてアートプロジェクトのアーカイブ事業を始動した。

京アートポイント計画と協働で、アーカイブに関わる人材育成のためのレ

クチャーシリーズやプロジェクトをリアルタイムでアーカイブ化するケー

ススタディ、90年代のプロジェクトをデジタルアーカイブしたプロトタイ

プづくり、プロジェクト運営者に向けたノウハウの開発などを行ってきま

した。さまざまな課題を残しつつもそれを越える多くの成果が生まれた

と思います。当初、ある文化政策者から「アーカイブ？そんな時間のか

かって大変なことをはじめてどうするのか？」と言われたことをいまでも

覚えています。確かにアーカイブは多くの時間と労力を必要としますが、

スタッフたちとともにエネルギーを注ぎながら彼らがアーカイブ専門者

へと成長し、これからのアートプロジェクトのアーカイブを支える人材と

なったこともひとつの大きな成果だと感じています。末筆となりますが

こうした機会とチャンスを与えてもらったことに心より感謝いたします。

ROOM302で過ごした貴重な経験を活かし、これからの活動につなげ

て行きたいと願っています。

「P+ARCHIVE」活動の様子
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私が初めてROOM302を訪ねたのは 2011年の夏、美術家・川俣正さ

んのトークシリーズ「東京を考える、語る」で建築家・山本理顕さんがゲ

ストの回でした。3.11のあと、当時準備の進んでいた仮設住宅に対する

問題提起にはじまり、集い住むことについて興味深いお話を聞かせてい

ただいたのを覚えています。

　私にとってはトークイベントを聞きに行く場所であったROOM302で

すが、2013年に本棚の設計と制作を担当させていただくこととなり、そ

れをきっかけに「訪れる人」から「設える人」になりました。旧校舎では

音楽室として使用されていたため床から1段上がったステージがあり、イ

ベント使用時にはそこに登壇者が座り、来訪者はそちらを向いている。

その方向性をすこしだけ緩めるためにステージ以外の 3方を本棚で取り

囲むことで、書籍や広報物による背景をつくりました。それにより、アー

カイブ機能や、ディスカッション、イベントなどのさまざまな使われ方に

おいて、その時々に重心が揺れ動きながら、それぞれ異なる状況もイメー

ジできる空間を目指しました。

　その後もすこしずつ空間を更新する機会をいただき、最後に「設える

人」になったのは 2018年12月、プログラムオフィサーの大内さんから

「東京アートポイント計画10周年の展覧会」をやろうと声をかけていた

だきました。最初の打ち合わせで「本が全部見られる」展覧会にしよう

ということになり、リスト化すると10年分で 200冊。発行された年代も、

ひとまとまりの気配をつくる 鈴木雄介

鈴木雄介 ｜ すずき・ゆうすけ

建築家

1983 年静岡県静岡市生まれ。千葉工業大学工学研究科建築都市環境
学修了。活動領域に合わせてチームを組織しプロジェクトの初期段階から
設計、制作（施工）まで総合的に取り組む。ROOM302の顔となった本棚
の制作や、展覧会に携わる。

共催団体も、プロジェクトも異なるこれらの本を画一的なフレームに収

めるのではなく、本棚に入っていた「200冊」がパラパラと海に出て、そ

れぞれが自立してあちこちに進んでいき、最後には仲間たちは同じ島に

集まっている。そんな状況をつくりたいなと考えました。

　とはいえ、私には島の成り立ちは決められず、東京アートポイント計画

を知り尽くした大内さんに本の分類をお願いし、それをもとに私とスタッ

フとして呼んでいたレオとで展示台の島のデザインを進めました。その後

「ことば」と「写真」が島を取り囲んでいくことになるのですが、語り尽く

すことは難しいのでその試行錯誤については『10年を伝えるための 101

日 「東京アートポイント計画　ことばと本の展覧会」ドキュメントレポー

ト』を読んでいただければと思います。もしもこの「10年展」で「本」、

そこから飛び出した「ことば」、それらを補完する「写真」、ひとつひとつ

が個性を持ちながら「ひとまとまりの気配をつくる」ことができていたと

したら嬉しく思いますし、この記録集や次の場にも「ROOM302」の気

配が残ることを願っています。
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ROOM302の開設から約10年が経った 2020年7月、リモート会議や

オンラインイベントに対応した「STUDIO302」がオープンしました。コ

ロナ禍中の緊急事態宣言であらゆる文化イベントが中止になったタイミ

ングで、ほかの文化施設に先駆けていち早く企画され、構想から約2カ

月という超短期間で完成したオンラインスタジオです。その構築・運用

を担当したことは、自分の仕事のなかでも重要な出来事でした。

　STUDIO302のポイントは 3つありました。1つ目は、「仮設と常設の

中間」であること。もともとROOM302は人々が集う場所でした。「三密」

が徹底的に回避されていた 2020年は、すぐにリアルイベントが開催で

きるとは到底思えない状況でしたが、オンライン配信に機能を振り切る

のではなく、再び集まれる日も想定した空間づくりを強く意識しました。

　2つ目は、明確な役割分担のない空間。STUDIO302は、テレビスタ

ジオのように出演者とスタッフを分けるのではなく、撮る側も撮られる側

も一緒に壇上に上がり、機材を操作できるような空間構成に仕立てまし

た。アートプロジェクトでは、人々の立場が逆転したり、ローテーション

したりすることも重要だからです。

　3つ目は、「共通した風景（イメージ）」をつくること。STUDIO302発

の映像は、どれもわざと似たような構図で映るようにしました。そのた

ROOM302内にオンラインスタジオを構築せよ いわさわたかし

「東京アートポイント計画 ことばと本の展覧会」の模型
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いわさわたかし
岩沢兄弟の弟、企画とディレクション担当

「モノ・コト・ヒトのおもしろたのしい関係」を合言葉に、空間や家具・什器
から映像まで、幅広いクリエイティブ制作を手がける。「活動拠点づくり」を
数多く手掛け、「STUDIO302」設計・制作・運用のほか、東京アートポイ
ント計画「HAPPY TURN／神津島」の拠点なども担当。 撮影：ただ（ゆかい）

めにカメラを柱から“生やす”など、機材を盆栽のように配置し、位置を

半固定化。もちろん操作を簡単にする意図もありましたが、映像のなか

に「場所性」を生み出すための工夫です。もとのROOM302を知ってい

る人も、オンラインイベントや動画を通じて知った人も「あの場所」とし

てイメージを共有できることを目指しました。

　これらの工夫は想定通りに機能し、その後、オンライン・オフライン双

方の「場」をつなぐことに成功したんじゃないかなと考えています。また、

スタジオができたことで、レクチャー動画やインタビューなど、関連事業

の映像アーカイブも充実しました。ただし、ROOM302やSTUDIO302

という場所がなくなることで、今後の事業における記録や伝達の方法は

否応なく変化するとは思います。場が持つ記憶、空間に刻まれた記憶

をどうやって伝えていくのか。自分たちのテーマとしても抱えていきたい

です。

「STUDIO302」（撮影：加藤甫）
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撮影：加藤甫



日曜日、10時15分の開講をめがけて受講生32人がROOM302に集

まってくる。8人がけのテーブルに分かれて席につくと、直近のアートプ

ロジェクトの体験共有や、それぞれの近況についてポツポツ会話がはじ

まったり、前回の宿題について質問をする人がいたり。それが 2014年

度に始動した「思考と技術と対話の学校」基礎プログラムの朝の風景で

した。その後ホームルームがはじまり、学びの伴走役となるスクールマ

ネージャーが出欠確認と 1日の流れの説明を行い、ゲストによる授業が

スタートします。受講生は、朝から夕方まで約7時間ほど、事務局の仕

事について学び、実践者であるゲストからのさまざまな問いかけに揺さぶ

られ、お腹いっぱいになるまで情報を浴びる時間を過ごします。授業終

了後も多くのゲストが残ってくださり、放課後には、より濃密な対話の時

間が繰り広げられました。そのように隔週で開催される週末集中型の授

業に加え、平日夜開催の授業も展開しながら、TARLのスクールプログラ

ムの教室として、ROOM302に多様な人々が集いました。

　アートプロジェクトの経験値も得意分野もさまざまな 20 代から50

代の受講生や、アートプロジェクトの現場を支えるアートマネージャーや

コーディネーターたち。国内外で活躍する多世代のアーティストたち。

研究者や文化事業に携わる実践者。会場設営を担当する運営スタッフ

や記録を担当するカメラマンも、現場を支える実践者やアーティストたち

思考し、技術を磨き、対話を重ねる教室 坂本有理

が担っていました。また、ROOM302で授業が繰り広げられるなか、そ

の奥に位置する部屋「ROOM301」が教務室のようになっていて、ノマド

プロダクションをはじめとする運営チームが学びのサポートをいつでもで

きるようスタンバイしていました。そうした環境のなか、受講生は初めて

アーティストという存在に出会ったり、アートプロジェクトへの期待に胸

を膨らませたり、キャリアについての不安を共有したり、アートプロジェ

クトの企画を構想したりと、学校という場を最大限に活用した時間を過

ごしていたように思います。

　学校の設計思想として、「学び合い」を意識した環境づくりということ

がありました。アートプロジェクトの技術を養うといった際、何か共通の

正解や、共有できるフォーマットを用意できるような分野ではないため、

多様な出会いを通して、柔軟な対応力を身につけ、さまざまな価値観や

生き方に触れながら、思考力や問う力を養うことを重視していました。

他者から学び、他者を通して、自分を見つめるという視点を大事にしなが

ら、学校としては、いろいろな人々や活動との出会いの場をいかにつくり

出すかを意識しながら展開していました。

　世代も経験も社会の捉え方も多様な人々がよい塩梅に混ざりあう状

況が生まれたのは、「学校」という枠組みによることが大きかったといえ

るでしょう。普段の生活から少し距離をおいて、学校という空間に身を
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置くことで、時間を気にせず何時間も話し合うことができ、多くの「はじ

めまして」の出会いや、世代を超えた友情が育まれました。

　ROOM302での出会いをきっかけに、自らアーティストの活動の場を

訪ね、関係性を築いたり、授業で触れた活動を手伝いに行ったりするよ

うな動きも生まれていました。また、ROOM302での学びを経て、アート

プロジェクトの事務局や文化機関、文化施設に就職したり、もともとアー

トの分野ではない方がキャリアチェンジをして新たな活動に取り組んだ

り、受講生同士でプロジェクトを企てたりする状況も見られました。

　「基礎プログラム」からはじまり、「東京プロジェクトスタディ」の展開

に至るまで、受講生たちはこれからの「アートプロジェクトを動かす人」、

「アートプロジェクトを紡ぐ人」、「アートプロジェクトの核をつくる人」に

なることを目指していました。それぞれの人材像は確立されているもので

はなく、プログラムを通してかたちづくられていくところもあり、企画運営

チームは、プログラム設計から会場づくりまでを試行錯誤しながら毎回

の授業を動かしていました。学びの入口の環境を整えて、そこから先は

受講生とゲストの相互作用によって場が育っていくことを期待しつつ、学

校が用意したのは、アートプロジェクトを切り口にさまざまな人が集い、

妄想し、対話し、実験しながら、いろいろな価値観や視点が蠢くことを

可能にする「拠点」だったように思います。

坂本有理 ｜ さかもと・ゆり

アーツカウンシル東京 事業調整課社会共生担当係長

Tokyo Art Research Lab「思考と技術と対話の学校」の校長を務めた。
また、『東京アートポイント計画が、アートプロジェクトを運営する「事務局」
と話すときのことば。の本』の企画・編集や、「ジムジム会（事務局による
事務局のためのジムのような勉強会）」の立ち上げを担当した。

　2014年度から 2021年度にかけて、約550名の受講生と、200名

をこえる多様な専門性をもつ実践者たちにより「思考と技術と対話の学

校」が展開されました。最後の 2年間は、コロナ禍により、ROOM302

に集う機会は少なくなりましたが、2010年の開室以降、ROOM302を

中心に多くの出会いが生み出されました。あの教室に通った人々が、

ROOM302の縁をもとに、さまざまな場所で活躍されることを祈りつつ、

いつかまた新たな拠点で再会できることを楽しみにしたいと思います。
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「思考と技術と対話の学校」には、さまざまな参加者たちが集い議論を重ねた
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ROOM302については筆者自身も何回も利用させていただいた。その

経験から整理すると、ROOM302には次の 4つの機能があったと思う。

　一つは会議室としての機能である。筆者も一員である東京アートポイ

ント計画の選定会議はこの部屋で数多く開催された。

　二つ目は、レクチャールームとしての機能である。東京アートポイント

計画と連動する人材育成事業「Tokyo Art Research Lab」では、この

部屋を拠点に人が集い、自主的な学びを実践した。

　三点目は、アーカイブ・センターとしての機能である。このROOM302

では、アーツカウンシル東京とNPO法人アート＆ソサイエティ研究セン

ターとの共催により、アーカイブ・プロジェクト「P+ARCHIVE（ピープラ

スアーカイブ）」が 2010年より開始された。このアーカイブにおいては、

日本全国で開催されている多くのプロジェクト型のアート活動の資料を

収集・配架するとともに、ウェブサイトで公開し、情報を検索できるよう

になっていた。

　最後の四点目は、コロナ下の 2020年7月に追加的に配備されたオン

ライン・スタジオの機能である。この「STUDIO302」では、さまざまな

オンラインプログラムの収録及び配信が行われた。

　これらの４つの機能については他の執筆者がより詳細に記述するであ

ろうから、ここでは機能の列挙にとどめることとするが、機能のうち、特

ROOM302が解体されるということ 太下義之

に「アーカイブ・センター」としての役割が停止されることは実に残念な

ことだと考えている。

　「アーカイブ（archive）」とは、組織や個人がその活動のなかで作成し

た文書や資料を体系的に収集し、これらを記録・保存する場所または

機能のことである。このように「記録・保存」すべき場所そのものが閉

鎖される、という事態は極めて遺憾なことである。

　そもそも、このROOM302が解体される理由は、この部屋が位置す

る旧練成中学校、「アーツ千代田3331」の活動休止である。施設の所

有者である千代田区は、「ちよだアートスクエア（アーツ千代田3331）」

の 13年間にわたる実績を踏まえ、同施設を暫定ではなく恒常的な文化

芸術施設として利用する方針を 2022年1月に打ち出した。その結果、

「アーツ千代田3331」の運営者である合同会社コマンドAと千代田区と

の契約が 2023年3月31日で満了することになった。

　千代田区では、今後の方針や計画について「千代田区文化芸術プラ

ン」等を鑑みつつ詳細の検討を進めているとのことであるが、2023年1

月現在となっても、その検討結果は公表されていない。

　実はこの案件は、2021年に区長の交代があって以降、急に浮上して

きたものである。5期20年務めた前区長が引退したことで、区政刷新

が区長選挙の争点となった。このような背景のもと、新区長が当選した
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ことで、「新しい目玉の事業」として、「アーツ千代田3331」の路線変更

が俎上にのったのではないか。

　すなわち、今般の「アーツ千代田3331」の終了とは、文化政策とは関

係のない別の力学によって、重要な文化政策が決定（廃止）されてしまう

現象と見ることもできる。このような現象は「メタ政策」と呼ばれている。

　より大きな問題は、このようなマイナスの「メタ政策」が「アーツ千代

田3331」だけでなく、アフター・コロナ、ポスト五輪というタイミングに

おいて、同様の事例が頻出していることである。

　たとえば、文化庁メディア芸術祭は、次回の作品募集を行わないと発

表しており、第25回（2022年3月）をもって終了することになる。新聞

報道によると、文化庁は「歴史的な役割を終えた」と説明しているそうで

ある。しかし、もしも本当に「歴史的な役割を終えた」と認識しているの

であれば、次なる歴史像を描いた上で、それに対応する政策を展開する

べきであろう。

　また、2023年3月に予定されている文化庁の京都移転も、典型的な

マイナスの「メタ政策」であろう。これは文化政策とは全く関係のない、

東京一極集中を抑制するために国の機関を地方に移転するという政策

の一環である。しかし、文化庁と同時並行で移転が検討されていた消費

者庁の徳島への全面移転は、危機管理や国会対応に支障が出るという

理由で見送られた。では、文化庁は危機管理や国会対応は必要ないと

いうのが政府の判断なのであろうか。ここから、中央省庁のなかでの文

化政策の位置づけの低さが浮き彫りとなる。はたして、これらの案件は、

文化審議会等で真摯に議論されたのであろうか。

　これら一連のマイナスの「メタ政策」から理解できるのは、文化政策

の如実な劣化である。

　さて、このように文化政策の劣化した時代に我々にできることは一体

何であろうか。

　ここであらためて、ROOM302がアーカイブ・センターであったことを

確認しておきたい。すなわち、今回のような負の歴史も含めて、この時代の

文化のありようを次の世代に継承していくことが重要なのである。これが、

ROOM302の解体に立ち会う我々のせめてもの責務なのではないか。

ROOM302が解体されようとしているいま、このようなことを考えた。

太下義之 ｜ おおした・よしゆき

文化政策研究者、同志社大学教授

文化芸術に関わる研究、政策に携わり、独立行政法人日本芸術文化振興
会「日本博」アドバイザー、大阪府・2025年万博アカデミック・アンバサ
ダーほか、文化政策関連の委員を多数兼務する。2015 年よりアーツカウ
ンシル東京 東京アートポイント計画の評価・選定会議委員を担当。
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ROOM302はアーカイブセンターとしても活用された



初めてROOM302に関わったのは、2014年の頃だったと思います。

私はNPO法人 Art Bridge Institute（ABI）に参画しており、ABIの

トークイベントが ROOM302で行われたのがそのきっかけでしたが、

ROOM302の場所に対しては町内会の寄り合いのような居心地の良さ

を感じていました。

　当時のROOM302は通常のイベントスペースのような備品が整ってお

らず、スピーカーは組み立て式、プロジェクターは脚立のステップに乗せ

る仕様で、言い換えるとすべての備品が“仮設”といった状況で、イベン

ト開始前には時間をかけて空間を整える必要がありました。そうした手

間のかかるROOM302でしたが、振り返ってみるとそのことがアートプ

ロジェクトに関連するイベントにおいて、非常に効果的な“しつらえ”だっ

たのだと強く感じています。つまり、空間を整えるプロセスがあったから

こそ、イベント時に生まれるコミュニケーションを想像し、参加者との関

係性をどのようにつくっていくかを考えることができたのです。これはアー

トプロジェクトを実施していく上で重要な思考プロセスだったのだと思い

ます。さらに興味深かったのは、その“しつらえ”がイベント参加者同士

のコミュニケーションも生じさせていたということです。それを感じられ

るのがイベントの終了後でした。

　スタッフが撤収をはじめると必ずと言っていいほど登壇者であるゲス

“しつらえ”が“かかわり”をつくる 齋藤彰英

トと参加者らが一緒になって片付けに参加してくれていたのです。そし

て、備品の受け渡しをしながらイベント内容から派生した会話が生まれ、

撤収完了後には近くの飲食店でお酒を酌み交わすといった流れが常で

した。

　こうした状況が生まれたのは、単に片付けが「大変そうだな」と参加

者が思ったからかもしれませんが、“整っていない空間”が参加者に対し

ての“関わりしろ”になり、トークイベントという一方的になりがちな空

間を、町内会の催しのように主催者と参加者との区別のない空間にして

いたのだと思います。

　その後も「東京アートポイント計画 ことばと本の展覧会」や「東京プ

ロジェクトスタディ 合同共有会」など、ROOM302を使ったイベントの

記録や運営業務に携わり、アートプロジェクトに限らずさまざまな刺激を

いただきました。そのなかでもROOM302の場から受けた大きな刺激

が、2020 年7月のコロナ禍からはじまったシリーズ「手話と出会う～

アートプロジェクトの担い手のための手話講座～」でした。

　この講座はろう者講師と聴者生徒とのコミュニケーションを通して、

手話言語だけでなく“ろう者の感覚に触れる”ことを目的としたワーク

ショップ形式の講座であり、TARLが実施する講座のなかでもオンライ

ン配信を用いた最初の講座でした。現在はオンラインセミナーが一般化
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していますが、当時は実施者側も受講者側もオンラインには慣れておら

ず、ましてや言語学習という対面コミュニケーションが必須な講座を行う

という、まさに暗中模索の状態でした。ただその一方で、コロナ禍で

減少した“コミュニケーション”に対して新しい捉え方ができるという気配

を感じ、思い切って運営を担当した仕事でもありました。

　とはいえライブ配信はカメラの操作だけでなく、音声やネット環境な

どのオペレーションをリアルタイムで行う必要があり、通常の撮影業務

とは似て非なる作業にかなりの不安がありました。自分でもさまざまな

機材を買い揃え、テストを繰り返し、家中が無数のケーブルだらけにな

るほどでした。そうしたなかでスタジオ化されたROOM302すなわち

STUDIO302が大きな役割を果たしてくれました。それは単に機材が常

設されていたということだけでなく、STUDIO302を構築したいわさわた

かしさんたちの考え方が機材構成に反映されていたからです。

　オンライン配信の難しい点は、その手法や組み合わせが無数にあり、

それによって生じるトラブルを把握しながら最適解を決めていくことにあ

ります。しかし、STUDIO302はそうしたハイカロリーになりがちなライ

ブ配信の選択肢を削り、整わせ過ぎずに“やれることを限定する”と

いった意図を持って構築されていました。つまり、ライブ配信の手法を

考えるのではなく、限られた機材環境でどのようなコミュニケーションを

齋藤彰英 ｜ さいとう・あきひで

写真家、映像カメラマン

1983 年静岡生まれ。東京藝術大学大学院先端芸術表現修士課程修
了。地形と水の関係を題材に、写真を主とした作品の制作と発表を行う。
Tokyo Art Research Labをはじめとするさまざまな企画の撮影、配信、
収録などを担当している。

生じさせるのかを考える、そんな“しつらえ”になっていたということです。

そうしたSTUDIO302のしつらえは、機材オペレーションばかりに注力

してしまっていた思考を修正し、いかにして講師と参加者間の出会いを

つくれるのか、それを考えるきっかけとなりました。システムをできるだけ

シンプル化し、視覚に特化させたコミュニケーションによる手話講座は、

結果的に対面とは異なる学びの場となり、新たな手話学習やろう文化と

の出会いを創出することができました。

　こうしてROOM302からスタジオ化までを振り返ってみると、この場

所が常に完璧な環境だったわけではなく、整わせ過ぎない場所であった

ことが共通しているように思います。そしてまた、そうした“しつらえ”に

よってアートプロジェクトに必要となるコミュニケーションを運営者側に

考えさせる役割を果たし続けていたのではないかと感じています。
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STUDIO302からは、手話講座をはじめとした多くの映像コンテンツが発信された



「教室は宇宙船　どこへだってゆける」これは、ぼくが通っていた小学校

の校歌の冒頭です。作詞は詩人の谷川俊太郎さん。校歌は２番、３番

と次のように続きます。「教室は魔法の部屋　だれとだってあえる」「教

室は小さな国　なんだってできる」しかし、その母校は統廃合により失わ

れ、校歌もいまは歌われることはありません。

　ROOM302ができる前に、実はこの部屋に訪れたことがあります。旧

練成中学校が統廃合され、その校舎を美術学校が新校舎建て替えのた

めに一時利用していたときのことでした。その校舎が千代田区によりアー

トセンターへ改修されるにあたり、その運営者を選定するプロポーザル

が行われることになり、その応募者を対象とした見学会が行われました。

そのときのROOM302は、まだ音楽室のままでした。

　ニューヨークのP.S.1コンテンポラリー・アート・センター（現 MoMA 

PS1）をはじめとして、学校が統廃合により使われなくなったあとに美術

施設として転用された例は、国内にも数多く存在しています。教室の大

きさが手頃であるのか、複数の教室が廊下でつながる関係が良いのか、

とにかくもとの校舎を、ほとんど手を加えずに使っているものがほとんど

です。千代田区のプロポーザルも、そんな流れに乗ったものでした。

　審査の結果、ぼくたちが改修設計を担当したチームが運営者に選定さ

れ、アーツ千代田3331というアートセンターが生まれました。1階のギャ

アートプロジェクトの拠点となる教室 佐藤慎也

ラリー部分はホワイトキューブへと本格的な改修を施しましたが、上階の

教室たちは学校としての雰囲気を残すことを意図して、もとの天井を取り

壊す程度のことしか行っていません。そのため音楽室も、前方のステー

ジや黒板をそのまま残しました。竣工後、アーツカウンシル東京（当時は

東京文化発信プロジェクト室）がテナントとなり、ROOM302がつくら

れたのです。

　思い返すと、ROOM302における最初のプログラムである川俣正さん

のトークにも参加しました。TARLが実施した「日本型アートプロジェク

トの歴史と現在」の講座のとき、ROOM302はまさに教室そのものでし

た。その後もいろいろな講座に受講生として参加し、さまざまなゲストた

ちから話を聞き、途中からはトークのモデレーターも務めさせていただき

ました。一方で、ROOM302にはアートプロジェクトに関する資料が集

められ、アーカイブとしての役割も持っていました。ぼくの研究室の学生

たちが、アートプロジェクトをテーマに論文を書く際には、とてもお世話

になっていました。また、東京アートポイント計画「長島確のつくりかた

研究所」というアートプロジェクトでは、ROOM302は所員たちの活動

拠点となりました。何をするわけでもありませんが、そこはみんなの居場

所でした。

　実はROOM302には、ROOM301という部屋がつながっています。
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このROOM301は、レクチャー出演者の控室だったり、機材や備品

の保管場所だったり、打ち合わせ場所だったり、ROOM302をさまざ

まにバックアップする役割を持っていました。元々この部屋は、小中

学校のほとんどの特別教室に併設されている準備室でした。音楽室

（ROOM302）と準備室（ROOM301）という関係をそのまま引き継ぐ

ことで、ROOM302はさまざまな使われ方を実現できる場所となってい

ました。また、ROOM302は、校舎の最上階の一番奥に位置しています。

音楽室は、音の出る部屋であることから、ほかの教室から離れた校舎の

端に配置されることが多いためです。そのことが結果的に、ROOM302

をほかの部屋とは切り離された、秘密基地のような場所にしていました。

　そして、2018年から、ROOM302で「東京プロジェクトスタディ」

をはじめることになりました。アーティストの居間 theaterとともに、

ミュンスター彫刻プロジェクトという芸術祭にヒントを得て、「Tokyo 

Sculpture Project」と題する彫刻と公共を考えるスタディのナビゲー

ターを、３年間にわたり担当しました。そのなかでは、参加メンバーと

の話し合い、ゲストを呼んだレクチャー、ちょっとしたワークショップの

ような作業など、さまざまな活動をROOM302で行いました。すでに

ROOM302のいろいろな使い方を経験していたこともあって、ほとんど

のことがこの部屋だけで十分に行うことができました。その一方で、３

佐藤慎也 ｜ さとう・しんや

日本大学理工学部建築学科教授、八戸市美術館館長

アートプロジェクトの構造設計やツアー型作品の制作などに携わるほか、
アーツ千代田 3331の改修設計を担当。Tokyo Art Research Labでは

「東京プロジェクトスタディ」ナビゲーターなどを務めた。
撮影：川瀬一絵

年目にはCOVID-19に襲われ、ROOM302のステージ上にスタジオ機

能が追加され、オンラインでのスタディも容易になりました。しかし、ぼ

くたちのスタディだけはスタジオを使うことはなく、ROOM302に集まる

ことをやめませんでした。

　アートプロジェクトにおいて、みんなが自由に集まることのできる拠点

は必須です。もちろん、美術館のような大きな施設は必要ないのかもし

れません。その意味では、この元音楽室であったROOM302は、準備

室を併設していることもあって、アートプロジェクトの拠点としては、適

切な規模と機能を持っていたのかもしれません。確かにROOM302は、

どこへだってゆけて、だれとだってあえて、なんだってできる場所でした。
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「東京プロジェクトスタディ Tokyo Sculpture Project」の様子 （撮影：冨田了平）
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デザイナーの福岡さんが組んだ本書のゲラを確認用に出力し

て手渡された。

　「ROOM302」（以下では愛称として「302」と記す）の立

ち上がりから伴走し続けたプログラムオフィサーの大内が編

纂する 2009年からはじまる「足跡を辿る」の頁をめくると、

自分の曖昧な記憶が「そうだった、そうだった。」と手触りで

きる強度で呼び起こされ、掲載予定の写真は忘れていた景色

を思い出させてくれた。写真の絵柄を語ることができる自分

も、目撃者として居続けたひとりだ。12年間の活動の場を

閉じる。その当事者の自分ですら、すでに淡い記憶のなかで

302を語ろうとしている。それゆえに 302が我々の活動に対

して果たした役割を記述し残しておく意義をあらためて感じて

いる。続けて本書の構成を担ったプログラムオフィサーの櫻

井が302での出来事を俯瞰し「言葉を編む」として編集した

寄稿に目を通すと、302が出会いの場として、302を利用し

た人たちの結節点となり、折々に即した役割を担っていたこと

を窺い知ることができる。あらためて302がプロジェクトと

ともにあった大切な場所であったことを意識する。　

　我々は、2009年度から 2022年度まで 56団体と45件

のアートプロジェクトを実施してきた。その「東京アートポ

イント計画」は、活動当初からアートプロジェクトを担う人

材の育成や活動基盤の整備の重要性を認識し「Tokyo Art 

Research Lab（TARL）」の名のもとで育成事業を展開して

あとがきにかえて

きた。その拠点が302だった。アートプロジェクトと連動し

ているのは当然のことだ。

　 TARLは、時代に応答したアートプロジェクトをつくる学びの場

と、現場の課題やこれからの必要な技術について考える研究・

開発を行っています。ウェブサイトでは、250点以上のドキュメ

ントブックや100本以上の映像を見ることができます。
      引用：東京アートポイント計画ウェブサイト（ https:// tokyoartpoint.jp/abou t 2022 ）、

2023 年2月時点

　302の役割は、東京アートポイント計画での実践の気づき

を言語化し検証し残す場であった。まちをフィールドに展開

するアートプロジェクトである東京アートポイント計画の担い

手が、知的、技術的に育まれ、活動を準備できる場所であるこ

とが302に求められていたことだった。

　「日本型アートプロジェクトの歴史と現在」はその好例で、6

年越しのプロジェクトだった。座学として講座を開講し、その

内容を書籍化するプロジェクトを組み、さらに英語版を編纂し

た。2014年からは包括的に学べる学校へと進化し「思考と

技術と対話の学校」をスタートさせた。多くの受講生によって

常に教室は使われ賑わっていた時代が数年続いた。

　マネジメントに関する講座が各地で頻繁に開催されるよう

になった時代背景を受けて、2018年からは「東京プロジェク

トスタディ」としてゼミに近い形式での開講とし、その発展と
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して 3つのアートプロジェクトが 2022年度から東京アートポ

イント計画の新規事業となった。

　そのような学びの場としての 302を象徴した企画が、10

周年企画として展覧会スタイルで実施した 2018年の「東京

アートポイント計画 ことばと本の展覧会」であった。そのと

きのことを鈴木雄介さんが回顧してくれているが、自分にとっ

ても強く記憶に残る風景のひとつとなっている。

　302に関わるその次の大きな出来事は、いわさわたかしさ

んの「ROOM302内にオンラインスタジオを構築せよ」にある

STUDIO302化であり、ここでの収録と配信を担ってもらっ

た映像カメラマンの齋藤彰英さんが、ある種の欠け方を「用意

されたしつらえ（設え）」と読み替えて価値づけてくれている。

　数年に一度のリズムで模様替えするかのように内部空間に

手を加えてきたが、配信スタジオの仮設感に象徴されるよう

に、予算をかけ過ぎずにそれでも必要なものはあるという程々

感を頃合いに整える塩梅でよしとしてきた。とはいえ、初期

の教室のまま使っていた何もない時代の写真といまを見比べ

ると、そこそこには手を入れてきた感は否めない。

　このように使い込んできた 302から物が運び出され、ボイ

ド化というかニュートラルな誰のものでもない空間になりつ

つある。完全退去作業はちょっとしたプロジェクトに近いも

のがあった。たとえばアートプロジェクトの資料を散逸させ

ず、利活用が期待できる受け入れ先を検討し、打診し、無事

におさめるための段取りもそのひとつだ。本や資料の類が出

たあとの棚は、棚を設営した鈴木さんのチームの手によって

解体作業が行われている。

　アーツ千代田3331からの完全退出日は 3月15日。最後

までこの場所を使い切ることにし、2022年度から東京アー

トポイント計画として一般社団法人NOOKがスタートした災

間期を生きるためのアートプロジェクト「カロクリサイクル」

が “3.11” にまつわる企画を 302で実施する。2011年3月

11日。自分は 302で「イザ！カエルキャラバン！in東京」の

2年目の総括の会に参加していて、その開催直後に大きな揺

れを感じ、校舎の外に避難した。帰宅困難者となった自分と

大内は 302に泊まった。アーツ千代田3331の店子として

の 12年は、東日本大震災にはじまりコロナ禍で終わる。時

代に応答するかたちで302を臨機応変に活用してきた思い

は強い。今後見えてくるアウトカムとインパクトを楽しみにし、

302での活動の幕引きのご挨拶にかえさせていただき、お世

話になりお力添えをいただきました多くのみなさまに心から

感謝し退出したいと思います。ありがとう302。

東京アートポイント計画／Tokyo Art Research Lab
ディレクター  森司
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撮影：加藤甫 撮影：川瀬一絵
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